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予
算
審
議
に
お
い
て
、

一
般
会
計
に
か
か
る
附
帯

決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
が
、
２
月
20
日
か
ら

３
月
26
日
ま
で
35
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て

は
、
予
算
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
・
前
川
豊
市
委
員

長
）
を
設
置
し
、
各
常
任
委
員
会
の

所
管
ご
と
に
集
中
的
に
審
査
。
論
点

を
洗
い
出
し
て
課
題
を
整
理
し
、
予

算
審
査
最
終
日
の
総
括
審
査
で
、
市

長
を
質た
だ

し
ま
し
た
。　

　

今
回
は
特
に
、「
柏
原
庁
舎
の
利

活
用
の
あ
り
方
」
と
「
農
泊
推
進
対

策
」
に
つ
い
て
の
集
中
審
査
が
行
わ

れ
、
委
員
か
ら
は
予
算
の
修
正
案
を

求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

委
員
会
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
（
Ｐ
９
参
照
）。

　

本
会
議
最
終
日
に
は
、
委
員
長
か

ら
審
査
報
告
の
後
、
起
立
採
決
が
行

わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
。
そ
の
後
、

委
員
長
か
ら
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

よ
り
慎
重
に
行
う
よ
う
求
め
る
附
帯

決
議
（
Ｐ
５
参
照
）
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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所
管
の
予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
質
疑

予
算
特
別
委
員
会
（
課
題
整
理
）

課
題
・
論
点
等
を
整
理
（
議
論
）

予
算
特
別
委
員
会
（
総
括
）

質
疑
・
採
決

本
会
議
（
７
日
目
）　

予
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
審

査
報
告
と
採
決

本
会
議
（
２
日
目
）　

議
案
（
予
算
案
）
に
関
す
る

質
疑
・
委
員
会
付
託

予
算
編
成
方
針

を
各
部
に
通
知

各
部
が
予
算
要
求
書
を
提
出

財
務
部
長
に
よ
る
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

市
長
査
定

 

予
算
案
の
決
定

予
算
書
・
ガ
イ
ド
の
作
成

プ
レ
ス
（
記
者
）
発
表　

2 月　  　　 　　　1 月　　    　　　　     　10 月　  9 月

本
会
議
（
１
日
目
）　

議
案
（
予
算
案
）
に
関
す
る

提
案
説
明

3 月　

市が予算案をつくる議会で予算案に関する審議（審査）と採決

新年度予算
案の作成が
スタート！

平成 30 年度丹波市予算ガイドは
こちら（丹波市ホームページ）→

歳入歳出総額　59万5,594円

総務費

民生費

衛生費

農林水
産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

平
成
3 0

年 度 の
一 般 会 計 予 算 額 、「 ひ と り い く ら

」 ？

市　税 みなさんからの税金
11 万 6 千円

使用料・
手数料

使用料、負担金、各種証明手数

料

2 万 6 千円

繰入金 特別会計や預貯金からの繰入れ 4 万円

繰越金 前年度からの繰越金
3 千円

国　県
支出金

国や県の代わりに行う事業に対

する国県からのお金
8 万 6 千円

交付税
各種交付金

国や県からの補助、税の配分 20 万 8 千円

寄附・
財産収入

寄附金、利子
3 千円

市　債 市の借金
10 万 9 千円

庁舎等の管理、シティプロモーショ

ンの推進など

6 万 8 千円

子育て支援、福祉医療など 17 万 5 千円

ごみ処理など
9 万 4 千円

農林業の振興
3 万 5 千円

中小企業支援など
1 万 6 千円

道路や川、橋などの土木工事 5 万 4 千円

消防や救急
1 万 6 千円

学校教育や社会教育の充実 5 万 9 千円

借金の返済
6 万 9 千円

議会費・災害復旧費ほか
4 千円

貯金と借金は
いくら？

貯金（基金）残高17万1千円

　総額111億8,667万円

借金（市債）残高61万１千円

　総額398億510万円

一般会計市民１人あたりの

状況は？

※Ｈ 30.3 月末人口６５，１４５人で算出。

※千円未満切り捨てのため、合計額は異なります。

Date.

［歳入］

［歳出］

平
成
30
年
度
予
算
を

議
会
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
！

予算については、論点を整理して

議員間討議を行うなど、6 日間に

わたって慎重に審査しました。

 一般会計歳出総額 388 億円のまちづくり

特別会計（金額は総額を掲載）

国民健康保険特別会計事
・ ・

業勘定
71 億 7,700 万円

国民健康保険は医療費の増で厳
しい状況です。主な歳入はみな
さんからの国保税約 13 億円と
県からの支出金。病院にかかっ
た際の保険給付費は総額約 51
億円で、被保険者一人あたり約
32 万円の見込みです。市民も
抑制に努める必要があります。

国民健康保険特別会計直
・ ・

診勘定
2 億 2,020 万円

国保診療所の経営に関する会計
で、外来・往診・通所リハビリ
があります。外来患者数は、年
間 2 万 4 千人の見込みです。

介護保険特別会計事
・ ・

業勘定
69 億 3,500 万円

サービス利用者数増による給付
費の増加に伴い、保険料が月額
860 円の増額となります。被
保 険 者 21,242 人（ 第 1 号 ）
のうち要介護認定者数は4,169
人と高い割合です。

※１万円未満切り捨て

前年度比６億円増

億円

平成 30 年度一般会計予算

総
額388
特別会計　169 億 1,150 万円

合　　計　557 億 1,150 万円

介護保険特別会計サービス事
・・

業勘定
2,230 万円

要介護１．２の認定を受けた方
が可能な限り在宅で自立した日
常生活を営めるよう支援するも
のです。

看護専門学校特別会計 14 億 1,400 万円
主な歳入は、授業料等の 1,452
万円や一般会計からの繰入金約
13 億 5 千万円で、人件費や管
理費に 1 億 4,794 万円、校舎・
寄宿舎の新築移転に向けた施設
整備に 12 億５千万円計上され
ています。

後期高齢者医療特別会計 9 億 600 万円

訪問看護ステーション特別会計 1,880 万円

駐車場別会計 1,130 万円

農業共済特別会計 2 億 430 万円

地方卸売市場特別会計 260 万円

国保や介護

保険などは、一般

会計とは別に事業

ごとの会計に分け

られています。 予算審議の舞台に

なるのは予算特別委員会で

す。議長を除く全議員が参

加し、市当局への質疑、議

員だけによる論点整理など

を経て、採決を行

います。

主な事業と予算特別委員会での質疑は、

次ページ以降に掲載しています。
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予
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ギ
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次ページにつづく

柏原庁舎を宿泊施設に

するという提案が出さ

れていますが、それが計画の前

提ですか。

そうしたいという思い

はありますが、地元の

理解が無い限りは進めません。

問

柏原庁舎の有効な利活用に向け、整備内容の検討
が行われます。

移住・定住の推進体制は十分か？

民泊については不安の

声も多いですが。

柏原地域で進める事業

は、民泊ではなく一般

の旅館業法にのっとった施設

です。

答

問

古民家を宿泊施設として活用する計画が進めら
れています。

滞在型宿泊施設の整備（農泊推進対策）　

柏原庁舎の活用策は
市民の声を反映しているか？

[ 事業費：594 万円 ]

新規

移住・定住業務を一本化し、業務の円滑化と促進
が図られます。

定住促進センター（仮称）の設置・運営

［事業費：2,353 万円 ]

新規

新しい体制の整備と、新規事業がはじまります。

［事業費：3,200 万円 ]

[ 事業費：309 万円 ]

観光拠点推進体制の整備

観光拠点を推進する機能の検討や体制の整備が進
められます。

新規

活用策について相談さ

れた懇話会からの提言

は重視しないのですか。

観光拠点にという懇話

会の思いは生かしてい

きます。１階部分はまさに観

光拠点としての機能を果たす

ことになります。

中心市街地活性化基本

計画も進められていま

すがそこでは相談しましたか。

まだ十分にはできてい

ません。同計画に宿泊

施設の整備が記載されている

こともあり、じっくり相談を

します。

計画の途中から建設部

の「農泊推進対策※」事

業が割り込んできた感じがあ

ります。市役所内部での調整

不足ではないですか。

そう指摘されても仕方

ありません。柏原庁舎

の利活用は、農泊推進と切り

離せません。じっくり総合的

な視点から計画を立て、理解

を得られるまでは予算を執行

しません。

柏原庁舎の利活用総合計画の策定新規
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昨年までと比べて予算

総額が増えた理由は。

これまで市が担ってき

た事務作業を含めて委

託するためです。

答

問
実際の事務はどこでさ

れるのですか。

春日分庁舎です。柏原

に観光拠点が整備され

たのちは、そこに入る予定で

す。
運営母体となる「住み

継ぐ丹波」推進協議会

の設立過程が不透明ですが。

国からの支援を得るた

めに必要なものです。

名称ははじめて説明しますが、

かねてから説明してきた仕組

みです。

答

問

答

問

答

問
推進協議会のメンバー

が、市と民間事業者の

２者だけというのはどうか。

今後、空き家活用に取

り組む市内の各種団体

にも加わっていただきます。

答

問

答

問

答

問

答

柏原支所を移転し、観光拠点として整備・活用します。

平成30年度の重点施策

1. シティプロモーションのさらなる展開

2. 未来を見据えた都市基盤の整備推進

3. 医療・保健・介護・福祉の連携

4. 安全・安心なまちづくり

5. 未来を拓く産業の振興

6. 交流によって創る地域づくりの推進

7. 明日の丹波市を支える人づくり

8. 地域と共に育む教育の推進

「

ギインの視点」で新年度予算をピックアップしてみました★

市から提案された予算案に対し、予算特別委員会を設

置し、全員で審査を行いました。予算の立案過程は透

明なものか、それに基づく事業は市民の思いに添って

いるのかなど、さまざまな視点で質疑や討論をし、白

熱した議論を交わしました。

ギロンの論点

専門業者のノウハウを活用して、情報発信力や
訴求力、メディア認知度の強化を行います。

メディアプロモーション委託事業

シティプロモーションの
進捗状況は？

丹波市の歌は、現在

歌詞を募集中です。市民に

愛され、自然と口ずさんで

しまうような、素敵な歌に

　なるといいで

　　すね。

完成したメロディに公募による歌詞をつけ、
編曲を行います。

丹波市の歌の制作

［事業費：507 万円 ]

新規 拡充

ターゲットイヤーの2019年に向けて、新規事業が展開されます。

問
大きな予算ですが、具

体的にはどんな委託内

容ですか。

イベントのメディアへ

の発信や WEB サイト

の構築、フリーペーパー作

成、キャンペーンイベント

の企画運営などです。

業者任せではなく、

市自身ががんばらな

くてはいけないのでは。

メディアとのつなが

りなど、専門性が必

要です。もちろん、市職

員も知恵をしぼります。

市民憲章の制定新規

メロディの作成にもす

でに 160 万円かかって

おり、費用がかかりすぎでは。

編曲を依頼するほか、

CDを1,000枚作成し、

合唱をされている団体に配布

する計画です。

著作権はどうなってい

ますか。

歌詞は市に帰属する前

提ですが、曲は作曲者

にあります。

［事業費：1,500 万円］

［事業費：    59 万円］

ふるさと住民登録制度新規

［事業費：127 万円］

答

問

答

問

答

問

答

そうすると、さまざま

な場面で市民は著作権

管理団体に許諾料を払わなく

てはなりませんが。

市が利用する分には、

特別な許諾を得ていま

す。無料のコンサートで歌う

などは可能ですが、確かに届

けが必要なケースも多く、今

後調査研究をします。

問

答

［事業費：127 万円］

予算特別委員会
などでの

　Q ＆ A

 
新年度予算をチェック！

白熱した
「議論」で

昭和 10 年の建築以降、地域で愛

され続けてきた柏原庁舎。屋根に

つけられたドーマー窓や２階旧議

場の格式高い折上げ格天井など趣

があり、木の根橋と一体となって

独特の景観を醸し出しています。

農泊推進対策：古民

家を滞在型宿泊施設

カイ

　　　セツ　　

に整備し、都市部から人を呼び

込む施策。

農泊推進対策

については、今後、

市議会としても注

視していきたい

ですね。

0405



自社のホームページ
を新たに作成する中
小企業者などに対
し補助します。

中小企業者等ホームページの作成事業

商工会で、市内の中小企業・小規模企業のデー
タベースを構築します。

中小企業者等経営支援システムの構築事業　

平成 28 年の 9 月議会で、

議員提案により「中小企業・

小規模企業振興基本条例」が

制定されました。新年度予算

はこの条例に基づく視点が

意識されていると感

じました。

問

［事業費：450 万円］

新規 新規

［事業費：500 万円 ]

中小企業、小規模企業を支援する仕組みが新しく導入されました。

休止 プレミアム商品券

商工業への支援策は十分か？

女性農業者の現状はど

うですか。

市内に２つグループが

あることを確認してい

るほか、個人で活躍されて

いる方もいらっしゃいます。

ただ、点在されていて支援

が十分でないと考えていま

す。

6 次産業化などで活躍が期待される女性農業者
を支援するための組織づくりをめざします。

女性農業者の組織化事業

有害鳥獣捕獲活動の委託や、防護柵の設置、シ
カ肉の有効活用など、多種の施策を組み合わせ
て、獣害の軽減を図っています。

野猪等防除事業新規 継続

［事業費：26 万円］

特産物振興の支援拡充

［事業費：2,406 万円］

捕獲活動の委託費

は、正しい実績をも

とに予算化されています

か。

問

［事業費：1 億 5,661 万円］

支援というのは具

体的に何を計画し

ていますか。

研修会や勉強会を

開催して思いを共

有していただき、その後

先進地視察などを予定し

ています。

出来高に基づいて支

払っています。捕獲

動物の尻尾による確認な

ど、指導を行います。

英検は年 2 回実施さ

れていますが、2 回

とも補助するのですか。

10 月実施の英検に

限り補助します。

英検 3 級程度以上の学力を持った生徒の割合
50％をめざし、中学 3 年の希望者に対して、
英検費用を全額補助します。

世界で活躍できる人材の育成

未来を担う若者の支援は？

タウンミーティングで提案された高校生の意
見をもとに、柏原駅周辺でのイルミネーショ
ンイベントを事業化し、「暮らし続けたいま
ちづくり」への高校生の参画を促します。

高校生による提案事業

［事業費：363 万円］

新規 新規

［事業費：168 万円 ]

全額補助というのは

ずいぶん手厚いです

がなぜですか。

近隣市でも同様の施

策を取られていると

ころがあり、全額補助を

されています。

材料費がかかってま

すが、１回で終わる

のですか。

材料は、一度購入す

れば繰り返し使用で

きるので、今後検討してい

きます。

高校生発案の
イルミネーション、
楽しみです。若者の
参画は、丹波市のエ

ネルギーになり
ます！

これは絶対
利用する価値あ
り！みんなぜひ
挑戦しよう！

どんな情報を登録する

ものですか。

商工会の経営支援員が

企業を訪問したときに

得た情報などを登録するも

ので、経営支援の質の向上

を図ります。

商工会に加入してい

る事業者だけが対象

ですか。

加入されていない事

業者もできるだけ集

めたいと考えています。

効果があると報告を

受けていたのに、今

年は取り組まないのはなぜ

ですか。

昨年度まで行われたプレミアム商品券の発行が
休止されました。

問 効果はありますが、

必ず毎年実施するも

のではなく、ある種のカ

ンフル剤と考えています。

答

丹波市らしいブランドの育成や組織づくりに取り組みます。

農林業の明日を拓く支援策は？

特産物の種子等の購入助成に
ニンニクが追加されました。

答 問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

答

問

答

子ども、若者の育成を支援します。

あらためて廃止の理

由を伺いたい。

市民アンケートの結

果を見ても、祝金の

支給が３人目の出産には

つながっておらず、事業

効果が低いと判断しまし

た。

3 人目の子に支給されていた祝金が廃止にな
りました。平成 29 年度に生まれた子の届出
分のみ予算計上されています。

出産祝金支給事業

子ども・子育て支援は十分か？

ニート、ひきこもり

は丹波市で何人と推

定できますか。

市全体での把握は困

難です。現在設置し

ている「居場所」は、平成

２９年度 45 人が利用して

います。

中学校への入学準備金が、平成 31 年度からは
入学前の 3 月頃に支給されるよう変更になりま
した。これにより、中学校入学時の経済的負担
の軽減を図ります。

子ども・若者育成支援事業

［事業費：1,243 万円］

継続 廃止

［事業費：400 万円 ]

廃止に伴い、新たな

施策に予算を回すと

言明されていましたが。

子育て支援は、市と

しても重要課題と考

えています。子育て不安

の解消、母子の健康増進、

安心して働ける環境整備

など、子育て環境の充実

を施策の軸として検討を

行っています。

相談窓口や居場所

があることを、もっ

と広報できませんか。

現在、「広報たんば」

での掲載と、民生

委員からの広報にとど

まっています。今後、よ

り広く広報することを検

討します。

子育てのしやすい
　丹波市、子育てしたく
なる丹波市のためには、
もっともっと知恵を絞る
必要を感じます。議会と
　してもさらなる支援の
　　必要性を感じてい
　　　ます。

問

答

問

答

問

答

問

答

要保護及び準要保護児童生徒援助事業継続
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［事業費：1894 万円］

ニートやひきこもりの子ども・若者を対象とし
た相談窓口や「居場所」を設置し、日常生活ス
キルやコミュニケーション能力の向上など、社
会参加へと導いていきます。

07

女性農業者に着目

した支援策は注目です。

加工などにより農産物

の付加価値を高めてい

くことが望まれます。

06



将来構想を考えるときに

は、未来の世代の立場に

たって考える視点、市民の声を

聴く姿勢が大切ではないですか。

パブリックコメントなど一

般的な方法はもちろんです

が、将来世代の立場から考える

方法について研究を進め、市民

の声を聴く努力をします。

将来の都市構造を考えるに

あたり、一極に集中するば

かりで周辺部がさびれませんか。

確かに一定の機能を集約す

ることは必要ですが、市民

の方には住み慣れた地域で住ん

でいただきたいという考えもあ

り、現在の地域コミュニティも

大切にしたいと考えています。

Pick-up!定例会

未来都市創造部、始動！
新庁舎・公共交通などを含めた
新しい都市構造のあり方を検討します

■全員賛成で可決した議案

議　案　名

平
成
29
年
度
補
正
予
算

一般会計（第８号）

国民健康保険特別会計事業勘定（第３号）

介護保険特別会計保険事業勘定（第４号）

後期高齢者医療特別会計（第４号）

看護専門学校特別会計（第５号）

地方卸売市場特別会計（第３号）

農業共済特別会計（第３号）

水道事業会計（第２号）

下水道事業会計（第３号）

一般会計（第９号）

議
案
の

審
議
結
果

今回も
じっくり審議

しました

特

議　案　名

平
成
30
年
度
予
算
→
Ｐ
２
～
７
に
掲
載

国民健康保険特別会計事業勘定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

訪問看護ステーション特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

新病院の開院など、まちの姿が大き

く変わりつつあることを受け、丹波

市における新しい都市構造のあり

方を検討するため、「未来都市創造

部」が創設されました。今後、

①　将来の都市構造に関すること

②　新庁舎整備等に関すること

③　都市計画に関すること

④　公共交通に関すること

の４つの課題について取り扱われ

ます。

議　案　名

人
事
案
件

教育長の任命→教育長：岸田隆博（氷
上町中野）任期 :6 月 1 日から３年間

人権擁護委員の候補者の推薦
　村上幸子氏（柏原町南多田）
　足立一博氏（氷上町市辺）

指
定
管
理
者
の
指
定

市立あおがき農産物等加工直販施設
→管理者：大名草自治会

市立農村交流施設稲土市民農園休憩施
設→管理者：稲土自治会

市立野上野交流施設→管理者：野上野
自治会

公共交通においては、デマ

ンドバスの乗り継ぎ問題は

早急に解決すると言明されていま

したがどうですか。

新病院の開院に伴い、路線

バスの路線変更の話も出て

きています。その結果を待ってい

るもので、決して先送りするもの

ではありません。

問

答

問

答

問

答

■賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

丹新会と維新 丹波ク 公明 共産 新風ク

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

山
名
隆
衛

小
橋
昭
彦

渡
辺
秀
幸

大
嶋
恵
子

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

林　

時
彦

奥
村
正
行

前
川
豊
市

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

平成 30
年度予算

一般会計
付託先の委員会での賛否 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ‐ ○ ○ ● ● ○ 退 ‐

原案可決 15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

介護保険特別会計保険事業勘定 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

後期高齢者医療特別会計 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

条例の
改　正

福祉医療費助成条例 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

介護保険条例 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

決　議

平成 30 年度丹波市一般会計予算に
関する附帯決議

付託先の委員会での賛否 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ‐ ○ ○ ● ● ○ 退 ‐

原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

2025 国際博覧会の誘致に関する決議 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

※○は賛成、●は反対、退は退場、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は委員会採決も掲載しています。

※議長は議事進行を行うため特別多数議決　　を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

議　案　名
　
　

条
例
の
改
正

議会委員会条例

議会基本条例

行政組織条例→未来都市創造部を新
設（Ｐ８）

個人情報保護条例

防災行政無線通信施設の設置及び管
理に関する条例→デジタル化で新た
に設置する気象観測装置や河川等カ
メラなどについて記載するもの

指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例

指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関す
る基準等を定める条例

手数料条例→居宅介護支援事業に関す
る一部事務の県から市への移譲により、
県と同様の手数料を徴収するもの。

障がい者施策推進協議会設置条例

国民健康保険条例

国民健康保険税条例

後期高齢者医療に関する条例

市立あおがき農産物等加工直販施設条例

農業共済条例

定住促進住宅の設置及び管理に関す
る条例

消防賞じゅつ金等支給条例

特別職に属する非常勤の職員の報酬及び
費用弁償に関する条例→「未来都市創造
審議会」ほか審議会新設に伴い委員報酬
等を改正するもの。

消防団員等公務災害補償条例

恐竜化石保護条例→新たな化石産出
地を保護区域に加えるもの。

議　案　名
　
　

条
例
の
制
定

特別職の職員で常勤の職員の給与及
び旅費に関する条例の特例に関する
条例…副市長の４月分の給与を 30％
減額するもの。

未来都市創造審議会設置条例

男女共同参画審議会設置条例

文化芸術推進審議会設置条例

指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営等に関する基準を定める条例

議　案　名

そ　

の　

他

農業共済事業事務費賦課総額及び賦課
単価の決定

字の区域変更

丹波市営土地改良事業の計画変更 丹
波市地区（今中）

市道路線の認定（特 48 号線）

市道路線の変更（栗柄峠線）

市道路線の廃止（上小倉線１号）

ミ ラ イ ト シ ソ ウ ゾ ウ ブ 　 シ ド ウ
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附帯決議：可決された議案に対して、議会の意思を示すために行う決議の

こと。法的な拘束力はないが、執行部はこれを尊重することを求められる。

カイ

　　　セツ　　

附
帯
決
議

　

今
回
、
予
算
案
の
審
査
に
あ

た
り
、
柏
原
庁
舎
の
活
用
に
関

す
る
事
業
に
つ
い
て
進
め
方
が

拙
速
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念

が
生
じ
ま
し
た
。
予
算
を
修
正

す
べ
き
で
は
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
市
長
か
ら
「
立

ち
止
ま
っ
て
理
解
を
得
る
」
と

い
う
意
思
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
最
終
的
に
、
予
算
は
認
め

る
も
の
の
議
会
か
ら
の
意
見
を

表
明
す
る
「
附
帯
決
議
」
を
可

決
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
が
地
域
と
共
に
進

め
て
き
た
「
柏
原
庁
舎
観
光
拠

点
化
整
備
事
業
」

　

柏
原
庁
舎
に
つ
い
て
は
当
初
、

産
業
経
済
部
の
所
管
と
し
て
事

業
が
進
め
ら
れ
、
補
正
予
算
が

上
程
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
建
設
部
か

ら
は
柏
原
庁
舎
に
宿
泊
機
能
を

持
た
せ
る
提
案
が
あ
り
、
突
然

計
画
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
不
透
明
な
意
思
決
定
過

程
に
不
安
を
感
じ
ら
れ
た
地
元

が
、
市
議
会
へ
要
望
書
を
提
出
。

委
員
会
で
も
、
地
元
へ
の
説
明

不
足
を
よ
り
一
層
問
題
視
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
部
で
並
行
し
て
進
め

ら
れ
て
き
た
「
農
泊
推
進

対
策
」

　

観
光
拠
点
化
の
事
業
と
並
行

し
て
、
柏
原
庁
舎
ほ
か
古
民
家

を
活
用
し
た
滞
在
型
宿
泊
施
設

を
整
備
す
る
「
農
泊
」
事
業

が
、
建
設
部
の
所
管
で
官
民
協

働
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
母
体
と
な
る
組
織
の

設
立
が
予
算
の
上
程
後
に
な
る

な
ど
、
十
分
な
事
前
説
明
と
地

元
・
議
会
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
議
員
が
言
及
。
こ
れ

に
つ
い
て
市
長
が
、「
改
め
て
事

業
の
全
体
像
を
説
明
し
、
地
域

の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
農
泊

事
業
は
執
行
し
な
い
（
予
算
を

執
行
し
な
い
）」
と
言
明
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
附
帯
決
議
で
そ
の

厳
守
を
求
め
ま
し
た
。

予
算
案
に
対
す
る

附
帯
決
議
※

を
可
決
し
ま
し
た

将来世代の

立場に立って考え

る「フューチャー

デザイン」の思考

が大切と考え

ます。

フューチャーデザ

イン：P17 参照

カイ

　　　セツ　　
未来都市創造部ＨＰ
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附帯決議



百
条
委
員
会
か
ら

最
終
報
告

　
　
　

今
回
は
災
害
復
旧
と
い
う

や
む
を
得
な
い
背
景
も
あ
る

が
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
前

年
度
に
補
助
要
望
を
受
け
、
地

元
施
工
団
体
の
総
会
等
で
決

定
し
た
内
容
に
沿
っ
て
市
が

補
助
金
を
当
初
予
算
又
は
補

正
予
算
に
計
上
し
、
行
っ
た
工

事
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
各

団
体
決
算
に
記
載
さ
せ
る
な

ど
し
て
、
団
体
事
業
全
体
の
把

握
・
自
己
資
金
の
把
握
を
、
団

体
自
ら
に
行
わ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
一
定
規
模

以
上
の
補
助
金
交
付
申
請
に

あ
た
っ
て
は
、
各
団
体
総
会
議

案
書
（
事
業
計
画
及
び
予
算
）

の
提
出
を
求
め
る
な
ど
し
て
、

事
業
の
必
要
性
、
妥
当
性
並
び

に
自
主
財
源
を
担
保
す
る
仕

組
み
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ

る
。

３　

高
額
な
事
業
を
地
元

施
工
す
る
場
合
は
公
共
工

事
並
み
の
審
査
が
必
要

　

本
来
、
こ
の
よ
う
な
高
額

な
災
害
復
旧
事
業
は
市
が
事

し
て
の
実
施
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

　

今
回
の
事
案
を
踏
ま
え
、

突
発
的
な
事
象
に
は
他
部
署

か
ら
経
験
職
員
を
一
時
的
に

配
置
で
き
る
仕
組
み
や
退
職

者
を
含
む
外
部
人
材
の
活
用

等
を
事
前
に
検
討
し
て
お
く

と
と
も
に
、
災
害
復
旧
事
務

に
携
わ
れ
る
職
員
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
本
来
あ
る
べ

き
災
害
復
旧
事
業
に
取
り
組

む
オ
ー
ル
丹
波
市
の
体
制
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

２　

事
業
主
体
の
自
主
財
源
を

確
認
し
補
助
事
業
の
採
択
を

　

市
補
助
金
の
不
正
受
給
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
（
以
下
、
百
条

委
員
会
）
で
は
、
約
半
年
間
に
わ
た
る
調
査
を
経
て
、
再
発
防
止
策

な
ど
の
調
査
結
果
を
最
終
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
報
告
書
は
、

議
長
に
提
出
し
、
市
議
会
か
ら
市
に
対
し
て
改
善
点
を
要
望
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
最
終
報
告
書
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

業
主
体
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、

な
ぜ
地
元
施
工
に
な
っ
た
の

か
を
検
証
し
、
今
後
の
補
助

事
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
補
助

事
業
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
に
は
、
公
共
工
事

並
み
の
審
査
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。　

　
４　

一
定
額
以
上
の
支
払

い
は
原
則
振
込
と
し
、
支

払
記
録
の
原
本
提
示
を

　
　
　

確
実
な
支
払
い
を
担
保
す

る
た
め
に
も
、
一
定
額
以
上
の

支
払
い
は
原
則
と
し
て
振
り

込
み
と
し
、
支
払
い
記
録
は
額

の
大
小
に
関
わ
ら
ず
原
本
の

提
示
を
求
め
た
上
で
写
し
を

提
出
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
で
あ
る

百条委員
会って何の

ため？

委員会（全15回・計42時間12分　　※休憩時間を除く）で、証人20人（延べ24人）、参考人11人に出席いただきました（市職員は別途19人）。

市議会ホー
ムページに全文
を掲載。詳しく
はこちらから
チェック！

調査報告書

か
ら
、
各
年
度
一
定
数
を
抽
出

し
て
申
請
団
体
の
会
計
処
理

を
市
が
検
査
す
る
こ
と
も
規

定
す
べ
き
で
あ
る
。

５　

補
助
金
交
付
に
つ
い
て

　　

今
回
の
よ
う
な
不
正
事
件

を
受
け
た
今
、
手
続
き
を
一

定
程
度
厳
し
く
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

申
請
段
階
か
ら
概
算
払
い
を

認
め
る
の
は
難
し
い
面
も
あ

る
が
、こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

一
部
の
事
業
で
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
実
績
が
確
認
で
き
た
段

階
で
概
算
払
請
求
を
認
め
、
施

工
業
者
へ
の
支
払
い
完
了
後

に
最
終
的
な
実
績
報
告
書
を

提
出
さ
せ
て
完
了
と
す
る
な

ど
、
概
算
払
い
制
度
を
柔
軟
に

運
用
し
て
団
体
の
財
政
事
情

に
配
慮
す
る
中
で
、
領
収
書
偽

告訴・職員等の処分

調査に要した経費：939,626 円

　内　訳　

証人・参考人の費用弁償（交通費等）　227,780 円

会議資料等のコピー用紙代　      　7,516 円

郵券料（切手代等）　　　　　　  16,500 円

会議録作成料　　　　　　　　 468,360 円

会議録検索システムにかかる費用 　141,300 円

複写機（コピー機）使用料　  　 78,170 円

　　　　　　　　　　（※職員人件費を除く）

１　

非
常
時
に
お
け
る
職
員

配
置
と
災
害
復
旧
事
業
に
対

す
る
取
り
組
み
方

　
　
　

平
成
26
年
丹
波
市
豪
雨
災

害
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
で

は
、
多
く
の
工
事
が
市
単
独

補
助
に
よ
る
地
元
施
工
で
行

わ
れ
た
。

　

本
来
、
災
害
復
旧
事
業
は
、

国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
国

庫
補
助
事
業
で
行
う
こ
と
を

基
本
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
際
、
耕
作
へ
の
影
響
を

考
え
て
早
期
の
着
工
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
災
害
復
旧
工
事

に
お
け
る
応
急
工
事
も
活
用

市
へ
の
指
摘
事
項
と
改
善
点

百条委員会は、犯人捜し

やだれかを裁くことが目的ではな

く、今後二度と同じ過ちが繰り返

されることがないよう、原因の究

明と再発防止のための提言を行う

ものです。今回の提言（調査結果）

が今後の市政運営に生かさ

れるといいですね。

百条委員会が「不正」
と判断した補助事業

※ 1　欺罔行為（ぎもうこうい）：相手を欺（あざむ）く行為のこと。
カイ

　　　セツ　　

では、どうすればよかったの？（９割補助の場合の補助金申請の流れ）

市

市

不
正
な
申
請　
　
　

正
し
い
申
請

② 100 万円（補助金申請）
① 100 万円（工事見積金額）

② 100 万円（補助金申請） ① 100 万円（工事見積金額）

④値引き交渉 100 万円⇒ 90 万円
③ 90 万円（補助金交付）

⑤ 90 万円を支払い（自己負担なし）

③値引き交渉 100 万円⇒ 90 万円

⑥ 81 万円（補助金）＋ 9 万円（自己資金）を支払い⑤ 81 万円（補助金交付）

④ 100 万円⇒ 90 万円（補助金変更申請）

自
治
会

自
治
会

業
者

業
者

２

「正しい申請」では、

③で値引き交渉が成立した後

④で市に補助金の変更申請を

しています。この変更に伴い、

市からの補助金交付額が減り

ますが、自己負担も本来の

10 万円から 9 万円に

変更になります。

　今回の事案は、「性善説」に

基づき行われてきた補助金制

度そのものを根底から揺るが

す事件であり、市内外からの

多くの支援を受けて未曽有の

災害から早期復興を果たした

丹波市は、その信頼を裏切る

結果となった。

　補助金制度は、本来、申請

主義によるものであり、その

責任は申請者に帰属すること

は言うまでもない。しかし、

補助金事業の財源は税金であ

り、規則・要綱に示された書

類を十分に確認せず検査を

怠った市にも大きな責任があ

ると考える。

　今回は、災害復旧という地

元にとっては非常に困難な課

題の中で起きた事象であり、

関係者の心情も察するところ

ではあるが、税金を使った補

助金である以上、不正があっ

てはならないのは当然である。

　限られた資源の中で課題解

決していくために、補助金に

よる地元施工の事業は今後も

必要である。

　市においては、地元関係者

に二度とこのような不正を起

こさせないため、また、不公

平とならないよう市の姿勢を

明確にし、補助金事務全般に

おいて申請者に対して毅然と

した対応を願うところである。

　丹波市議会は、今回の事案

を教訓に市政の監視機能をさ

らに強化し、議会としての責

務を果たしていく覚悟である。

　最後に、本委員会の調査に

ご協力いただいた関係者各位

に心から感謝を申し上げ、市

補助金の不正受給に係る調査

特別委員会を終結といたしま

す。

 調査を終えて

造
等
の
不
正
を
行
う
動
機
を
無

く
す
策
も
積
極
的
に
行
う
べ
き

で
あ
る
。

６　

そ
の
他
の
事
務
執
行

　
　
　

法
令
遵
守
は
職
員
一
人
ひ
と

り
の
意
識
と
責
任
に
依
存
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
が
、
組
織
と
し

て
、
内
部
規
律
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
、
部
署
間
の
連
携
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
等
に
つ
い
て
、

再
度
点
検
す
べ
き
で
あ
る
。

（
調
査
報
告
書
か
ら
一
部
抜
粋
）

＊
　
＊
　
＊
　
　

欺ぎ

も

う罔
行
為
※
1

で
市
が
告
訴

　
　
　

領
収
書
偽
造
な
ど
の
欺
罔
行

為
※
で
地
元
負
担
金
を
免
れ
補

助
金
を
詐
取
し
た
と
し
て
、
市

は
、
前
大
杉
ダ
ム
自
然
公
園
管

理
委
員
会
会
長
を
詐
欺
罪
で
告

訴
し
ま
し
た
。
な
お
、
市
が
返

還
を
求
め
た
補
助
金
全
額
と
加

算
金
の
計
１
，
８
５
３
万
１
，

０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
同
氏
か
ら
返
還
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
防
護
柵

や
自
治
会
発
注
の
災
害
復
旧
工

事
に
つ
い
て
も
、
市
補
助
金
の

過
払
い
に
つ
い
て
の
方
針
を
市

は
今
後
出
す
予
定
で
す
。

「性善説」で成り立ってきた
補助金制度。同じ過ちを二
度と起こさないために…。

１

９割補助分 ９割補助分　　＋ １割負担分

件数　261 件

金額　8,211 万１千円（過払い分）

※地域づくり事業補助金（１件）は調査

対象外のため除く。

（参考）適正な事業費の合計額

４億 3,932 万 5 千円

責任を取った者　副市長

　…給料 30％相当減額（１ケ月）

処分を受けた者（戒告処分）２名

市が告訴した者　１名

（平成 30 年３月 26 日時点）
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予
算
を
ギ
ロ
ン

予
算
を
ギ
ロ
ン

予
算
を
ギ
ロ
ン

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

百
条
委
員
会
か
ら

の
最
終
報
告
書

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

議
会
進
化
論



運
営
は
県
を
指
定
管
理
者

と
し
て
健
診
セ
ン
タ
ー
を

含
む
診
療
所
と
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
委
託
す

る
予
定
で
す
。
軌
道
に
の

れ
ば
、
現
在
柏
原
赤
十
字

病
院
に
交
付
し
て
い
る

1
億
7
千
５
百
万
円
の
範

囲
で
委
託
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
ま
す
。
医
師
確

保
事
業
と
合
わ
せ
て
、
現

在
の
年
間
約
２
億
６
千
万

円
を
超
え
な
い
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

す
か
。
市
は
値
上
げ
抑
制

の
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

介
護
保
険
料
の
値
上

げ
は
、
介
護
認
定
者

が
増
加
し
、
介
護
給
付
費

が
増
え
る
の
が
一
番
の
要

因
で
す
。
市
は
介
護
給
付

準
備
基
金
１
．
６
億
円
を

取
り
崩
し
保
険
料
値
上
げ

抑
制
を
は
か
り
ま
し
た
。

生
活
保
護
費
の
引
き

下
げ
で
丹
波
市
で
ど

の
よ
う
な
影
響
が
で
ま
す

か
。
生
活
保
護
へ
の
偏
見

の
克
服
の
啓
発
が
大
事
だ

と
考
え
ま
す
が
。

ほ
と
ん
ど
影
響
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
改
正

案
で
は
高
齢
者
世
帯
で
月

２
百
円
程
度
の
減
額
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
啓
発

は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

さ
ら
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
と
啓
発
を

市
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き
輝
き
幸
せ
を
感

じ
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す

　

引
き
継
い
だ
施
政
方

針
「
丹
（
ま
ご
こ
ろ
）

の
合
併
」
は
。

市
民
と
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
対

話
の
機
会
を
増
や
し
、
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら

課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

恐
竜
を
活
か
し
た
関

係
人
口
交
流
は
心
の

合
併
に
ど
う
繋
が
る
か
。

平
成
22
年
か
ら
こ
こ

３
年
は
毎
年
1
万

人
増
と
な
り
28
万
人
の
関

係
人
口
が
消
費
額
に
貢
献

し
、
教
育
分
野
は
、「
丹

波
竜
を
活
用
し
た
ふ
る
さ

と
教
育
の
推
進
事
業
」
県

内
13
校
自
然
体
験
参
加
を

呼
び
か
け
ま
す
。

女
性
の
働
き
方
改
革

は
、
国
・
県
と
協
定

し
有
機
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

女
性
活
躍
推
進
法
施

行
法
等
の
実
施
を
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
病
院
等
公
共
建
物

の
木
質
化
は
。

新
病
院
や
ミ
ル
ネ
で

は
、
待
合
ホ
ー
ル
の

天
井
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

壁
面
等
に
木
材
を
使
用
す

る
予
定
で
す
。
新
年
度
に

は
公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
利
用
推
進
プ
ラ
ン

を
策
定
し
取
組
み
ま
す
。

新
病
院
・
新
庁
舎
を

核
と
し
た
都
市
構
造

を
示
し
、
残
る
支
所
の
利

活
用
な
ど
も
含
め
ト
ー
タ

ル
的
に
示
す
べ
き
で
は
。

新
病
院
の
建
設
を
は

じ
め
新
し
い
将
来
の

ま
ち
の
姿
を
明
確
に
し
、

新
庁
舎
の
建
設
の
是
非
か

ら
検
討
し
、
財
政
状
況
も

見
据
え
て
都
市
機
能
の
配

置
、
市
街
地
整
備
、
関
連

す
る
施
策
や
事
業
の
方
向

性
を
示
す
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

「
市
民
プ
ラ
ザ
」
に

は
、
丹
波
市
独
自
の

特
色
・
魅
力
あ
る
活
動
が

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
あ
る
特
定

の
目
標
達
成
の
活
動
「
テ

ー
マ
型
」
と
地
域
の
課
題

解
決
の
活
動
「
地
縁
型
」

の
両
方
の
活
動
の
連
携
・

協
働
そ
れ
ぞ
れ
の
活
発
化

を
生
み
出
す
拠
点
を
目
指

し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
は
、
活
動
す
る

女
性
グ
ル
ー
プ
や
自
治
会

の
男
女
参
画
推
進
員
、
企

業
、
事
業
所
の
交
流
の
場

や
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

如
何
に
工
夫
の
あ
る
運
営

を
し
て
い
く
か
、
持
続
可

能
な
施
設
と
し
て
い
く
た

め
に
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
を
充
実
、
強
化
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

Ｍ
Ｂ
Ｔ
の
内
容
を
参
考

に
、
市
の
新
し
い
都
市
構

造
の
あ
り
方
を
研
究
し
て

い
く
中
で
も
、
新
病
院
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

丹
波
市
の
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
保
全
す

る
取
組
み
の
考
え
は
。

環
境
の
保
全
・
創
造

は
行
政
と
市
民
等
が

連
携
・
協
働
し
て
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
昨
年
３

月
策
定
の
第
２
次
丹
波
市

環
境
基
本
計
画
に
よ
り
、

十
年
先
の
「
丹
波
の
森
と

農
を
活
か
し
人
と
自
然
が

共
生
す
る
源
流
の
ま
ち
」

の
実
現
に
取
組
み
ま
す
。

施
設
間
の
連
携
、
企

業
・
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
等
、
全

体
構
想
は
。
ま
た
、
Ｍ
Ｂ

Ｔ
の
考
え
を
参
考
に
し
た

新
病
院
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
は
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
県

と
市
と
い
う
運
営
主

体
間
、
医
療
と
健
康
と
福

祉
と
い
う
部
門
間
、
医

師
、
保
健
師
等
の
専
門
職

の
連
携
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
が
加

地
域
医
療
の
充
実

は
、
市
民
に
と
っ
て

大
き
な
願
い
で
あ
る
が
、

「
丹
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー

ミ
ル
ネ
」
の
新
設
に
も
多

額
の
予
算
が
必
要
で
あ

る
。
市
は
現
在
、
県
立
柏

原
病
院
と
柏
原
赤
十
字
病

院
に
対
し
て
、
小
児
科
医

療
確
保
対
策
事
業
、
各
種

運
営
補
助
金
や
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
、
年

間
約
２
億
６
千
万
円
を
支

出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以

上
の
負
担
は
市
の
財
政
に

重
い
負
担
と
な
る
。
市
の

地
域
医
療
に
対
す
る
将
来

負
担
を
ど
の
よ
う
に
積
算

し
て
い
る
の
か
。

「
ミ
ル
ネ
」
の
建
設

費
、
土
地
購
入
費
は
、

看
護
学
校
も
含
め
て
約

36
億
円
と
考
え
て
お
り
、

「
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
条
例
」
に

基
づ
き
ど
ん
な
施
策
が
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

実
態
把
握
も
兼
ね
て

来
年
度
商
工
会
と
連

携
し
市
内
の
企
業
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
第
11
条
の
協
議
の

場
の
組
織
や
運
営
の
必
要

な
定
め
を
行
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
、
な
ぜ

介
護
保
険
料
が
月

８
６
０
円
も
あ
が
る
の
で

ココが聞きたい！一般質問
一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、16人が、私たちの生活にかか

わることについて質問や提言をしました。

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

今回は

５会派の代表質問と、

11 人の議員の

一般質問を行い

ました！

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 1213

問

答 問

問答

施政方針や予算案から心の合併を考えよう

答

答 問

答

問

答 問

答

問

答 問

問

「
丹
（
ま
ご
こ
ろ
）
の
合
併
」
決
意
は

市
の
都
市
構
造
は
ど
の
よ
う
に
描
く
か

新
病
院
施
設
を
特
徴
あ
る
中
核
拠
点
に

「
ミ
ル
ネ
」
の
運
営
委
託
費
は

市
内
中
小
企
業
の
振
興
策
は

新病院を核とした新たな視点
からのまちづくりを！

小

藤 原 　 悟 議 員

答

答

答

都
市
環
境
の
変
化
を
見
据
え
て
、
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。

答

答

答

市
内
中
小
企
業
の
実
態
把
握
は
商
工
会
と

連
携
し
て
や
り
ま
す
。

全
国
に
発
信
で
き
る
丹
波
市
流
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
ま
す

市
の
負
担
額
が
、
こ
れ
以
上
重
く
な
ら
な
い

よ
う
に
努
め
ま
す
。

建設が進む市健康センター「ミルネ」

すべての質問項目は
市議会ホームページ
をご覧ください。

問

山 名 隆 衛 議 員

■一般質問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

藤
原

悟

林

時
彦

近
藤
憲
生

吉
積

毅

谷
水
雄
一

須
原
弥
生

垣
内
廣
明

前
川
豊
市

広
田
ま
ゆ
み

西
本
嘉
宏

小
川
庄
策

奥
村
正
行

大
嶋
恵
子

林  時 彦 議 員

西 脇 秀 隆 議 員

太 田 一 誠 議 員

新風クラブ

丹新会と維新

日本共産党議員団

公 明 党

丹波クラブ

小さい会社ですが、
がんばっています

カイ

　　　セツ　　

［ＭＢＴ］医学を基礎とするまちづくり

問答

答問

答

丹波市健康センターミルネ完成イメージ

代表

代表

代表

代表

代表



■一般質問

軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
道
路
と
し
て
の

河
川
管
理
道
へ
の
舗

装
対
応
は
。

所
管
の
委
員
会
等
の

意
見
を
参
考
に
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
職
員

の
体
制
づ
く
り
は
。

非
常
時
に
は
優
先
業

務
の
選
択
と
集
中
で

横
断
的
な
人
員
配
置
を
し

継
続
的
に
業
務
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る

年
１
回
の
清
掃
率
向
上
へ

の
対
応
は
。

文
書
等
に
よ
り
清
掃

の
必
要
性
を
周
知

し
、
適
正
管
理
へ
の
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

浸
水
被
害
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
で
軽
減

を
図
り
ま
す
か
。

バ
ッ
ク
堤
・
輪
中
堤
・

貯
留
施
設
・
排
水
機

場
等
、
様
々
な
対
策
案
の

効
果
等
を
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
等
で

の
地
元
負
担
軽
減
へ

の
条
例
規
則
の
検
討
は
。

財
政
負
担
軽
減
の
た

め
部
署
を
超
え
た
国

県
補
助
の
活
用
が
重
要
で

す
。
様
々
な
ケ
ー
ス
に
柔

色
を
見
分
け
に
く
い

方
や
、
多
く
の
方

に
見
や
す
い
カ
ラ
ー
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
の
研
修
を
行
い
、
広

報
や
学
校
、
防
災
マ
ッ
プ

に
導
入
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。広

報
は
文
字
や
色
彩

に
気
を
配
り
、
学
校

で
は
板
書
や
掲
示
物
の
色

に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
更

新
の
際
に
は
、
カ
ラ
ー
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
に
配
慮
し
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本

年
の
職
員
研
修
会
で
も
紹

介
す
る
な
ど
、
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。  

国
の
私
立
高
校
の
授

業
料
の
実
質
無
償
化

実
施
ま
で
の
間
、
個
人
負

担
の
軽
減
は
図
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

個
人
負
担
軽
減
は
、

基
本
的
に
は
国
の
施

策
対
応
と
考
え
て
お
り
、

県
で
も
「
私
立
高
等
学
校

等
生
徒
授
業
料
軽
減
補
助

制
度
」
に
よ
り
補
助
し
て

い
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る

軽
減
策
に
つ
い
て
は
県
に

託
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答 問

問

答 問

答

新
病
院
で
使
わ
れ
る

大
量
の
食
材
は
、
地

産
地
消
の
精
神
で
丹
波
産

が
使
わ
れ
る
よ
う
な
取
組

み
を
し
て
い
ま
す
か
。

新
病
院
に
お
け
る
食

材
や
消
耗
品
等
を
地

元
業
者
か
ら
購
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
な
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
県
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

県
立
柏
原
病
院
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
協
議
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

県
立
柏
原
病
院
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、

県
病
院
局
、
柏
原
病
院
、

県
民
局
、
市
で
構
成
す

る
跡
地
活
用
検
討
会
が
設

置
さ
れ
協
議
し
て
い
ま
す

が
、
県
病
院
局
の
意
向
と

し
て
は
丹
波
市
に
利
活
用

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
場
の
設
置

を
要
望
す
る
団
体
が

あ
り
、
三
木
総
合
防
災
公

園
と
同
様
の
公
園
を
県
に

要
望
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
。

要
望
に
つ
い
て
は
検

討
を
し
て
い
き
ま

す
。

 

色
々
な
意
見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
考
慮
し

研
修
や
広
報
等
に
努
め
ま
す

地
域
医
療
対
策
協
議

会
の
開
催
結
果
に
対

す
る
丹
波
市
の
今
後
の
動

向
は
。全

県
的
な
視
点
で
協

議
さ
れ
る
た
め
、
圏

域
ご
と
の
議
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
立

丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
医
師
確
保
の
支
援

を
行
い
な
が
ら
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
並
び
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
す
。

医
師
不
足
の
問
題
の

無
い
自
衛
隊
防
衛
医

科
大
学
校
を
参
考
に
、
丹

波
市
在
住
学
生
の
医
師
育

成
を
検
討
さ
れ
て
は
。

都
道
府
県
地
域
枠
を

活
用
し
た
医
師
修
学

資
金
の
貸
与
は
、
県
の
制

度
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

県
立
病
院
は
経
営
主
体
が

県
で
あ
る
た
め
、
市
が
直

接
医
師
を
育
成
す
る
と
い

う
考
え
方
で
は
な
く
、
市

は
医
師
確
保
の
た
め
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
市
内

在
住
学
生
が
医
師
と
し
て

市
内
で
活
躍
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
市
が
医
師
を
育

成
す
る
こ
と
は
、
市
立
病

院
を
経
営
し
て
い
な
い
本

市
に
お
い
て
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活
道
路
を

見
え
方
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
は

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
新
病
院
の
運
営
を

恐
竜
を
メ
デ
ィ
ア
で
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

一
般
会
計
に
お
け
る
自
主
財
源
確
保
は

医
師
派
遣
要
請
か
ら
育
成
す
る
時
代
へ

今
後
の
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
よ
り
良

い
地
域
医
療
を
検
討
し
た
い
。

答

メ
デ
ィ
ア
活
用
は
重
要
で
あ
り
、
有
効
に
活

用
し
て
全
国
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

答

答

所
得
増
な
ど
市
税
増
加
や
収
納
率
向
上
と

市
有
地
等
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す

丹
波
市
の
地
域
経
済
活
性
化
に
な
る
よ
う
に

要
望
し
ま
す

答

答

答

一
般
会
計
に
お
け
る

財
源
確
保
策
に
お
い

て
は
、
自
主
財
源
の
確
保

が
重
要
と
考
え
る
が
い
か

が
お
考
え
か
。

企
業
誘
致
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
よ
る

所
得
増
な
ど
、
市
税
収
入

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
収
納
率

を
高
め
る
た
め
、
市
税
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納

付
で
き
る
よ
う
平
成
31
年

度
運
用
に
向
け
シ
ス
テ
ム

14

問

問答

問

問

映
画
「
恐
竜
の
詩
」
や
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ウ

ズ
ラ
」
を
活
用
し
た
取
組

み
や
、
恐
竜
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

全
国
で
上
映
さ
れ
る

際
の
映
画
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
、
市
内
ロ
ケ

地
の
魅
力
や
観
光
地
、
丹

波
三
宝
な
ど
魅
力
情
報
を

満
載
し
、
発
信
し
て
い
き

ま
す
。「
ウ
ズ
ラ
」
に
つ「恐竜の詩」の、キャラクター「ウズラ」　

2018「恐竜の詩」製作委員会

を
構
築
し
ま
す
。
行
政
目

的
の
な
く
な
っ
た
市
有
地

や
建
物
の
有
償
貸
付
や
譲

渡
な
ど
の
有
効
活
用
も
進

め
ま
す
。　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
取
組
み
は
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。

過
去
の
不
祥
事
を
受

け
止
め
、
丹
波
市
不

正
事
務
処
理
に
関
す
る
第

三
者
委
員
会
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
策
定

の
提
言
を
受
け
、
平
成
28

年
に
策
定
し
、
法
令
等
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

進
捗
状
況
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
例
を
毎
月
の
経
営
会

議
で
報
告
・
共
有
し
、
各

部
署
が
自
分
の
事
と
し
て

原
因
や
対
策
を
考
え
管
理

職
会
議
や
課
内
会
議
で
再

確
認
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

答

問答

答 問

答 問

答

答

問

答問

須 原 弥 生 議 員

答問

谷 水 雄 一 議 員

吉 積 　 毅 議 員

医師確保を目的とした都道府県地域枠（概要）

答

コンプライアンス基本方針実施計画

問

い
て
は
、
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
へ
の
使
用
等
を
検

討
し
ま
す
。

新
病
院
と
健
康
セ
ン

タ
ー
ミ
ル
ネ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
施
設
群
と
し

て
安
定
的
経
営
の
た
め
国

道
１
７
５
号
の
整
備
は
重

要
で
す
。
整
備
促
進
協
議

会
が
オ
ー
ル
丹
波
で
取
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

医
療
圏
域
を
超
え
て

搬
送
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
ま
さ
に
「
命
の
道
」

と
し
て
も
大
変
重
要
な
役

割
を
担
う
た
め
、
従
来
に

も
増
し
て
強
力
な
体
制
で

要
望
活
動
等
に
臨
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
沿
線
地
元

組
織
の
協
議
会
が
全
市
的

と
な
り
、
整
備
促
進
の
熱

意
や
気
運
を
高
め
る
取
組

み
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

■一般質問

前 川 豊 市 議 員

近 藤 憲 生 議 員

垣 内 廣 明 議 員

当
日
の
資
料

Ｊ
Ｐ
Ｇ
変
換

三木総合防災公園（兵庫県三木市）　

問問

答

問 答答

色
の
塗
り
分
け
に
は
境
界
線
を

舗装の修復が必要な生活道路

15

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

藤
原

悟

林

時
彦

近
藤
憲
生

吉
積

毅

谷
水
雄
一

須
原
弥
生

垣
内
廣
明

前
川
豊
市

広
田
ま
ゆ
み

西
本
嘉
宏

小
川
庄
策

奥
村
正
行

大
嶋
恵
子



児
童
、
生
徒
が
地
域

の
特
産
で
あ
る
薬
草

(

ト
ウ
キ)

に
関
わ
り
地
域

に
根
ざ
し
た
教
育
を
進
め

ら
れ
る
べ
き
で
は
。

地
域
に
根
ざ
し
た
教

育
資
源
を
活
用
し
た

教
育
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持

つ
心
を
子
ど
も
た
ち
に
育

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

宇
陀
市
と
の
連
携
の

具
体
案
は
。

単
な
る
親
善
交
流
を

越
え
て
経
済
交
流
ま

で
発
展
し
互
い
に
良
い
影

響
が
与
え
ら
れ
る
交
流
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
振
興
に
つ
い
て
は
、

生
産
技
術
や
加
工
技
術
、

レ
シ
ピ
な
ど
を
共
有
し
、

共
に
地
域
の
薬
草
文
化
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。   

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
あ
、
い
、
う
、
べ

体
操
を
推
進
す
べ
き
で

は
。

取
り
組
ま
れ
る
園
に

は
支
援
し
ま
す
。

改
修
す
る
観
光
ト
イ

レ
は
、
暖
房
便
座
を
。

多
目
的
ト
イ
レ
は
、

保
温
機
能
を
検
討
し

ま
す
。

観
光
拠
点
整
備
懇
話

会
の
提
言
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

宿
泊
機
能
を
併
存
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
る

か
、
そ
の
可
能
性
を
調
査

し
た
う
え
で
観
光
拠
点
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。
柏
原
庁
舎
を
市

の
観
光
拠
点
と
す
る
方

針
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
移
住
定
住
相

談
窓
口
に
つ
い
て
も
、
観

光
拠
点
に
設
置
す
る
方
針

に
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

市
島
有
機
堆
肥
を
丹

波
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に

す
る
事
を
提
案
し
ま
す
。

堆
肥
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー
ド
の
設
置
な
ど
、

市
内
全
域
に
地
域
資
源
を

循
環
さ
せ
た
有
機
堆
肥

を
活
用
し
た
環
境
創
造
型

交
付
金
決
定
の
基
準

に
拠
点
の
延
床
面
積

が
あ
り
、
交
付
額
に
差
が

生
じ
て
い
ま
す
。
基
準
の

見
直
し
が
必
要
で
は
。

自
治
協
議
会
の
あ
り

方
懇
話
会
で
ご
意
見

を
い
た
だ
き
示
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
へ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
導
入
に

あ
た
り
形
式
的
な
対
話
で

な
く
腹
を
割
っ
た
協
議
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答

答

答

市島有機センター

 

答 問

答 問答 問

問答 民
意
を
反
映
し
た
施
策
は
行
政
の
責
任

熟
議
の
場
で
理
解
と

協
力
を
求
め
ま
す
。 

単
身
赴
任
で
会
社
か

ら
手
当
が
出
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
に
該
当
し
な
く
な
る

事
案
が
あ
り
改
善
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。       

実
務
的
に
可
能
か
な

ど
、
研
究
し
ま
す
。  

新
病
院
ヘ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
東
西
線
と
特

10
号
線
歩
道
整
備
の
進
捗

状
況
は 

。

東
西
線
は
、
平
成
30

年
度
道
路
詳
細
設
計

業
務
、
31
年
度
用
地
測
量
、

用
地
買
収
、
32
～
34
年
度

踏
切
前
後
の
道
路
工
事
、

35
年
度
完
成
予
定
で
す
。

特
10
号
線
歩
道
は
、
30
年

度
測
量
予
算
を
計
上
し
、

事
業
着
手
の
予
定
で
す
。

農
業
を
推
進
す
る
施
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
議
員

の
ご
提
案
は
貴
重
な
も
の

と
受
け
止
め
、
具
体
的
な

施
策
を
検
討
す
る
た
め
有

機
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

や
環
境
創
造
型
農
業
推
進

懇
話
会
議
で
の
議
論
を
進

め
、
市
の
環
境
創
造
型
農

業
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
知
さ
れ
る
よ
う
、
有

機
堆
肥
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

県合

■一般質問 ■一般質問

答

問 問

丹波市役所春日分庁舎

答

問

歴
史
と
文
化
の
街
並
み
を
最
大
限
に
活
用
し

た
観
光
拠
点
整
備
を
し
ま
す

制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
課
題
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
資
源
を
活
用
し
愛
着
と

誇
り
を
持
つ
心
を
育
み
ま
す
。

地
域
づ
く
り
交
付
金
の
見
直
し
が
必
要

薬
草(

ト
ウ
キ)

栽
培
周
知
を
す
べ
き

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

水
槽
付
き
ポ
ン
プ
自

動
車
の
整
備
計
画

は
。

す
べ
て
の
分
団
に
１

台
を
配
備
す
る
計
画

で
、
平
成
35
年
度
ま
で
に

28
台
を
完
了
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

準
中
型
車
両
の
運
転

に
伴
う
見
え
る
化
対

策
は
。団

員
が
道
交
法
違
反

と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
車
両
区
分
の
「
見
え

る
化
」
へ
準
中
型
車
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
見
え

る
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

所
属
部
車
両
の
運
転

可
能
者
の
推
移
・
割

合
は
。平

成
27
年
度
調
査

95
．
９
％
、
平
成
29

年
度
調
査
93
．
７
％
で
す
。

今
後
の
市
の
考
え
方

は
。

現
段
階
で
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
に
は
、
団
員
確
保
の
観

点
や
消
防
車
両
の
技
術
革

新
な
ど
を
見
定
め
る
と
と

も
に
、
他
市
等
の
状
況
を

見
な
が
ら
準
中
型
免
許
取

得
補
助
制
度
の
創
設
等
に

準
中
型
区
分
の
消
防
車
両
の
台
数
は

「
準
中
型
免
許
」
が
必
要
な
分
団
配
備
消
防

車
両
は
94
台
中
36
台
！
（
38
％
）

答

16

答 問

答 問

丹波市消防団分
団配備車両の免
許区分台数（平
成 30 年２月末）

広田まゆみ議員

小 川 庄 策 議 員

奥 村 正 行 議 員

大 嶋 恵 子 議 員

福知山公立大学の杉岡秀紀准教授を講師に迎え、山南住民セン

ターで丹波市・篠山市合同の議員研修会を開催しました。第1

部では、地域創生のために関係人口を増やすことの重要性や、

フューチャーデザインの思考についてふれ、水道事業などで将

来世代に負担を残さない矢
やはば

巾町の事例を紹介されま

した。市議会では、今後も同大学との連携事業を進

め、高校生との意見交換会などを実施する予定です。

答 問

答 問

問

答

庁
舎
建
設
あ
り
き
で

は
な
い
で
す
か
。
市

民
の
合
意
は
。

今
後
、
新
庁
舎
建
設

の
是
非
か
ら
論
議
し
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明

会
な
ど
実
施
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
費
見
込

み
と
財
政
収
支
は
。

32
年
度
以
降
赤
字
で
市
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

水
道
部
等
機
能
集
約
を
。

総
額
約
63
億
6
千
万

円
を
見
込
み
ま
す
が

新
庁
舎
は
財
政
負
担
が
大
き
く
困
難

問答

健
全
な
財
政
が
維
持
で
き

る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

市
島
地
域
の
統
合
準

備
委
員
会
の
方
針
は

合
意
で
き
て
い
ま
す
か
。

考
え
る
会
で
の
5
年

半
の
協
議
で
統
合
適

否
な
ど
提
言
予
定
で
、
地

域
や
同
会
の
意
向
を
最
大

限
尊
重
し
て
い
き
ま
す
。

複
式
学
級
の
教
育
上

の
問
題
は
。
小
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
の

で
は
統
合
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し
人
口
減

が
進
む
の
で
は
。

複
式
に
よ
る
教
育
を

保
障
す
る
加
配
教
員

を
要
望
し
ま
す
。
少
人
数
は

グ
ル
ー
プ
編
成
な
ど
デ
メ

リ
ッ
ト
が
多
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
も
検
討
し
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

答 問

新
し
い
都
市
構
造
の
検
討
の
中
で
、
庁
舎
建

設
の
是
非
か
ら
議
論
し
ま
す
。

問

西 本 嘉 宏 議 員

答 問

答 問

答

答

答問答

薬草（トウキ）

運営基礎分　　　  2,000,000 円

管理対象面積　　1,370 円×㎡

自治会比例分　2 万円×自治会数

人口比例分　　　90 円×人口

活動拠点施設の交付金算定基準

篠山市議会と合同で研修会を開催

第2部では、　学生も一
緒に「丹波」の関係人口
を活用した政策アイデア
について熱く議論し、各
グループのアイデア（政
策）を発表しあいました。

将来世代に負担を残さない
フューチャーデザインの
思考について学ぶ

テーマ：これからの地域に求められる持続

可能な地域創生とは～関係人口から考える～

フューチャーデザイン：現世代の課題解決のためだけでなく将来世代を代弁し、

将来のまちづくりビジョンの設計や意思決定を行うこと。

カイ

　　　セツ　　
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つ
い
て
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

藤
原

悟

林

時
彦

近
藤
憲
生

吉
積

毅

谷
水
雄
一

須
原
弥
生

垣
内
廣
明

前
川
豊
市

広
田
ま
ゆ
み

西
本
嘉
宏

小
川
庄
策

奥
村
正
行

大
嶋
恵
子

福知山公立大学　杉岡准教授ホームページ↑



Shigikai Information Shigikai Information

　吉積　毅　 近藤憲生、小橋昭彦、

大嶋恵子、奥村正行、前川豊市、西本嘉宏

　 林　時彦　 大西ひろ美、谷水雄一

山名隆衛、太田一誠、垣内廣明

　 藤原　悟　 西脇秀隆、渡辺秀幸

小川庄策、広田まゆみ、須原弥生

日ごろの生活

で感じておら

れることはあ

りませんか。

議員一同、

みなさんのご参

加をお待ちして

います。

テーマは

自由でいい

ですよ。

■正 ■副

３
班

２
班

１
班

か
せ
て

聴
あ
な
た
の

声
を

く
だ
さ
い

＊上記の日程は変更になる場合があります。最新の

情報はホームページなどでご確認ください。

Shigikai Information

６
月の
定例会

次回は

6 月 1 日から

はじまります。

ぜひお越しく

ださい。

日 曜日 内　　容 開会時間

6/1 金 本会議（議案提案） 9：30

6/8 金 本会議（一般質問） 9：00

6/11 月 本会議（一般質問） 9：00

6/12 火 本会議（一般質問） 9：00

6/14 木 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

6/18 月 総務常任委員会 9：30

6/19 火 民生常任委員会 9：30

6/20 水 産業建設常任委員会 9：30

6/22 金 補正予算特別委員会 9：30

6/26 火 本会議（議案の採決） 9：30

定例会中は、市役所１階にポス

ターを掲示しています。

Information

市議会議員の

つぶやきを川柳に…

読モ

アイデア☆

今月の一句

市議会
つぶやき
川柳

なる
ほど！

「
広
聴
機
能
」
の
充
実

①
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
「
聴
く
」

進めています、議会改革！

議会進化論
ー４ー

「
議
会
報
告
会
」
か
ら 

「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
へ

■正 ■副

■正 ■副

青垣
市島

春日
柏原

氷上

山南

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください

班編成（担当議員）　
※班長、副班長、班員の順に記載

※「マチイロ」の利用料は無料です（通

信費は利用者の負担となります）。

※全国 500 を超える自治体で導入

されているスマートフォン用無料ア

プリです。すでに市の広報紙も配信

されており、広報たんばやたんばり

んぐが発行されると、自動的にお知

らせが届きます。また、ほかの自治

体の広報紙を見ることもできます。
（※注）アプリを運営する（株）ホープが掲
載する広告が表示されますが、内容に関して
は一切責任を負いません。

マチを好きになるアプリ

いつでもどこでもスマホで

たんばりんぐが読める

たんばり
んぐ平成

29 年7
月号

すきなとき

にいつでも

読める☆
最新号が

自動で届
く。

「ギカイ・ステーション」のコーナー

では、パーソナリティのこてつさん

と議員が、市議会の様子や議員個人

についての話題も満載。インター

ネットでも放送しています。

～ギカイステーション～

ＦＭ８０５

1819

広

   

予
算
を
ギ
ロ
ン

予
算
を
ギ
ロ
ン

予
算
を
ギ
ロ
ン

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

百
条
委
員
会
か
ら

の
最
終
報
告
書

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

議
会
進
化
論

だれが

出演するかは

お楽しみ。

　　ラジオで市議会情報を発信中！

ギカイをもっと身近に

聴

小学校が
統合され

た場合に
は大きな

影響があ
るため、

住民の意
見がどの

ように議
論され、

どのよう
な方向に

進んでい
くのか知

るために
参加しま

した。取
り上げて

いただい
たのは２

名の議員
だけで、

ちょっと
少ないな

と感じま
した。初

めての議
会の傍聴

でしたが
、議員の

方々と市
との一問

一答によ
って新し

い市の方
針が決ま

るのだと
あらため

て思いま
した。

青木啓三
さん

3月定例
会を傍聴

しました
！

　

今
号
で
ご
案
内
し
て
い
る

「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」。
昨

年
度
ま
で
は
「
議
会
報
告
会
」

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
議
会
基
本
条
例
を
改

正
し
、
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
は
、

広
く
市
民
の
方
々
が
参
加
で
き

る
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。
議
員
が
市
議
会
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、

議
員
と
市
民
が
意
見
や
情
報
を

交
換
し
ま
す
。
以
前
か
ら
小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

み
ん
な
が
意
見
を
言
え
る
運
営

を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
が
、
名

称
も
よ
り
親
し
み
や
す
い
形
式

に
と
変
更
（
改
革
）
し
ま
し
た
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
談
で
「
聴
く
」

　

議
会
と
し
て
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
、「
広

聴
」
と
言
い
ま
す
。
丹
波
市

議
会
で
は
、
こ
の
機
能
を
高
め

よ
う
と
、
組
織
の
あ
り
方
も
含

め
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
か
ら
は
、
傍
聴

に
来
ら
れ
た
方
に
か
ん
た
ん
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
事
務
や
議
案
な

ど
を
調
査
・
審
査
す
る
に
あ
た
っ

て
、
関
係
団
体
な
ど
と
の
懇
談

の
場
を
設
け
、
直
接
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
議
会
だ
よ
り
で
「
聴
く
」

　

こ
う
し
た
動
き
と
は
別
に
、「
た

ん
ば
り
ん
ぐ
」
で
も
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
に
登
場
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
団
体
の

活
動
現
場
に
赴
い
て
、
そ
の
場
で

お
聴
き
し
た
ご
意
見
を
裏
表
紙

で
紹
介
し
て
い
る
の
も
そ
の
一

環
。
先
日
は
、
コ
メ
ン
ト
が
団
体

の
意
見
と
紛
ら
わ
し
い
と
の
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
、
今
号
か
ら

は
注
意
書
き
を
掲
載
し
ま
し
た
。

④
「
聴
く
」
か
ら
改
革
へ

　

読
者
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
２
月
号

掲
載
）
か
ら
生
ま
れ
た
「
読
モ
ア

イ
デ
ア
」
同
様
、
読
者
の
方
か
ら

「
生
の
声
」
を
お
聴
き
し
よ
り
よ

い
形
に
改
善
（
改
革
）
す
る
の
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。「
常

に
進
化
を
続
け
る
議
会
」
を
め
ざ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん

と
と
も
に
よ
り
よ
い
市
議
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
声
　
一
般
質
問
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
を
質
た
だ

し

普
段
よ
り
　
気
持
ち
高
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
例
会

青木啓三さんと黒田拓治さん
（市島地域）

市
民
の
ね
　
笑
顔
に
勝
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
り
な
し

毎週金曜の

夜 9 時からと、再

放送は毎週月曜日の

午前 10 時から

の放送です。

開催日程（時間：午後７時 30 分～９時 30 分）

＊ 5 月 14 日（月）

青垣住民センター（1 班）

＊ 5 月 15 日（火）

ハートフルかすが （2 班）

＊ 5 月 15 日（火）

ライフピアいちじま（1 班）

＊ 5 月 16 日（水）

新井ふれあいセンター（2 班）

＊ 5 月 18 日（金）

小川地域づくりセンター（3 班）

＊ 5 月 19 日（土）

沼貫交流館（3 班）

班編成（担当議員）　
※班長、副班長、班員の順に記載
班編成（担当議員）　
※班長、副班長、班員の順に記載

※表紙でも紹介しています。
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地域活性
化に向

けて活
動され

ている
さ

まざま
なグル

ープが
交

流（意
見交換

）する
た

めのつな
ぎ役にな

っ

て欲しい
です。

丹波の自然を活かした安心安全なまちづくりをお
願いします。

あ
と
が
き

　
野
山
も
春
の
装
い
を
見
せ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
目
に

留
ま
る
季
節
で
す
。
3
月
議

会
で
は
、
新
年
度
予
算
を
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。「
わ
く

わ
く
ど
き
ど
き
」
な
予
算
に

な
っ
て
い
る
か
、
み
な
さ
ん

も
ご
確
認
く
だ
さ
い
ね
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
「
た
ん
ば

り
ん
ぐ
」
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

［
発
行
責
任
者
］

議
　
長
　
　
　
太
田
喜
一
郎

［
議
会
報
編
集
委
員
会
］

委  

員  

長
　
　   

小
橋
　
昭
彦

副
委
員
長
　
　
大
西
ひ
ろ
美

委
　
　
員
　
　
渡
辺
　
秀
幸

委
　
　
員
　
　
大
嶋
　
恵
子

委
　
　
員
　
　
広
田
ま
ゆ
み

委
　
　
員
　
　
西
脇
　
秀
隆

山南地域で一
・ ・ ・ ・

発花火を実現！

「かみくげ宿」の

みなさん

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：議会報編集委員会　

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

田舎ならでは

の姿や良さを無くさ

ないことを学び、丹

波市に住むという覚

悟を持った人に

優しいまちに！

住み続けたい、帰ってきたいと心から思える活気に満ち溢れた「夢ある丹波」の創造を。

子育ての不安や

悩みを話したり
、季節料

理を作って交流
しています。

人が増えるのが
いちばん。

IターンUター
ン対策に力

を入れて、人数
UPを

お願いします。

月2回、新井
ふれあいセンターで集
まっています。家族や
友人のありがたみや愛
情を実感できる丹波
市であり続けて
ほしいです。

遊具が充実

したひろーい公園

ができることを期

待しています！わ
たし

た ち も、丹波市に期待しています
！

まちの活性化
のために様々な活動
をされている各諸団
体の連携や協働も
必要と考えます。

現在の丹波市

の実情をしっかりと

捉え、時代の流れに

対応したアイデアを

出し合うこと

が大切。

※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

一般社団法人丹波青年会議所

12 月定時総会にて

丹波市の

に期待

しています！

ココ

新井小学校区
子育てママさんのグループ

「にいっこチルドレン」
　　　　のみなさん


